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第１回 破壊靭性検討会議事録 

１．開催日時 ：平成１５年３月１８日（火）１３：３０～１７：００ 

２．開催場所 （社）日本電気協会 ４Ｄ会議室 

３．参加者 （順不同，敬称略） 

�  出席者：冨松幹事（ＭＨＩ），曽根田（電中研），山下（東電），小林（原電），高崎（電発），

小島（日立），松本（バブコック日立），金澤（東芝），平野（ＩＨＩ），後藤（神戸製

鋼），中野（関電），朝田（ＭＨＩ），（計１２名） 

� 代理出席者：半田（川鉄・久保代理）（計１名） 

� 欠席者：鈴木（日本製鋼所），辻（富士電機），鈴木（原研），藤浦（発電技検）（計４名） 

� 事務局：上山，福原（日本電気協会） 

４．配付資料 

資料 No.1-1 構造分科会規格改廃要否及び平成１４年度活動実績，平成１５年度活動計

画（案） 

参考資料-1 破壊靭性検討会委員名簿 

参考資料-2 平成１４年度破壊靭性検討会議事録（案） 

参考資料-3 第８回原子力規格委員会議事録（案） 

参考資料-4 規約に基づいた既存の規格の制定について 

参考資料-5 原子力規格委員会 分科会規約 

参考資料-6 「JEAC4206-XXXXX 追補版 原子力発電所用機器に対する破壊靭性の確認

試験方法（原子炉圧力容器に対する運転期間中の非延性破壊防止の評価

法）」（案）に関する書面投票の結果について 

参考資料-7 規格案に対する意見受付公告について 

参考資料-8 「JEAC4206-XXXXX 追補版 原子力発電所用機器に対する破壊靭性の確認

試験方法（原子炉圧力容器に対する運転期間中の非延性破壊防止の評価

法）」（案）に関する書面投票のコメントと対応 

参考資料-9 「JEAC4206-XXXXX 追補版 原子力発電所用機器に対する破壊靭性の確認

試験方法（原子炉圧力容器に対する運転期間中の非延性破壊防止の評価

法）」（案） 

５．議事 

（１） 前回議事録の確認 

参考資料-2 前回議事録（案）（非公開開催）の内容について事務局より紹介があり、

特にコメントなく了承された。なお、本資料は非公開開催の検討会議事録であり、開示請

求が寄せられた場合も、公開資料と同一には扱わない旨、事務局より報告があった。 

（２） JEAC4206-XXXXX 追補版 原子力発電所用機器に対する破壊靭性の確認試験方法（原子炉
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圧力容器に対する運転期間中の非延性破壊防止の評価法）」（案）について 

事務局より、題記追補案審議プロセスとして以下の内容が紹介された。 

① 書面投票（平成１４年１２月２０日～平成１５年１月２０日）実施。可決。 

② 公衆審査（平成１５年１月２４日～平成１５年３月２４日）実施。 

③ 公衆審査対応案について平成１５年３月２５日第５回構造分科会で審議予定。 

④ 公衆審査対応案について平成１５年３月２６日第９回原子力規格委員会にて審議

予定。 

⑤ 発刊作業実施予定。（校正及び著作権交渉） 

（３） 今後の検討会の運営について 

事務局より、参考資料-5 に基づき、検討会公開開催の経緯，分科会での了承事項，規約

に基づく運営上の留意点などの紹介が行われた。 

（４） 当検討会主査の選任について 

題記について、規約に基づき主査候補の委員推薦を募ったところ、冨松委員（三菱重工

業）が推薦され、その他の候補がいないことを確認した後挙手による決議を行い、委員総

数１７名，出席者数１３名の全員の賛成で了承された。 

なお、冨松主査より、副主査として平野委員（ＩＨＩ）が指名された。 

（５） JEAC4206-XXXXX 追補版 原子力発電所用機器に対する破壊靭性の確認試験方法（原子炉

圧力容器に対する運転期間中の非延性破壊防止の評価法）」（案）公衆審査対応について 

題記について、現在１０名程度から資料請求の依頼を受けているが、未だコメントなし、

との紹介が事務局より行われた。 

今後期間内に意見が送付された場合、コメント対応策を検討した上で、第５回構造分科

会（３月２５日開催予定），第９回原子力規格委員会（３月２６日開催予定）に諮ること

となる。 

なお、上記委員会審議終了後は、意見提出者に直接回答を送付するとともに、その内容

がＷｅｂに掲載される旨の紹介があった。 

（６） 構造分科会規格改廃要否及び平成１４年度活動実績，平成１５年度活動計画（案）につ

いて 

題記については、規約に基づき、第５回構造分科会（３月２５日開催予定）に諮る必要

があり、資料 No.1-1 の原案が提示され、当検討会所掌の JEAC4201，JEAC4202，JEAC4206

の平成１５年度改定活動の計画について審議が行われた結果、概ねその内容について了承

された。 

詳細は以下のとおり。 

【改定審議事項】 

ａ．ａ．ａ．ａ．JEAC4201JEAC4201JEAC4201JEAC4201----2000200020002000    原子炉構造材の監視試験方法原子炉構造材の監視試験方法原子炉構造材の監視試験方法原子炉構造材の監視試験方法    

① ＵＳＥ予測式（ＭＨＩ） 
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② 試験片取り出し時期（東電・関電・原電） 

③ 米国関連規格調査（ASTM-E185・10CFR50 App.H（ＭＨＩ），ASTM-E900（電中研） 

④ Editorial（本文：原電，その他：ＭＨＩ） 

ｂ．ｂ．ｂ．ｂ．JEAC4202JEAC4202JEAC4202JEAC4202----1991199119911991    フフフフェライト鋼の落重試験方法ェライト鋼の落重試験方法ェライト鋼の落重試験方法ェライト鋼の落重試験方法    

① 米国規格調査，Editorial（川鉄，神鋼） 

ｃ．ｃ．ｃ．ｃ．JEAC4206JEAC4206JEAC4206JEAC4206----2000200020002000    原子力発電所用機器に対する破壊靭性の確認試験方法原子力発電所用機器に対する破壊靭性の確認試験方法原子力発電所用機器に対する破壊靭性の確認試験方法原子力発電所用機器に対する破壊靭性の確認試験方法    

① ＵＳＥ関連（ＭＨＩ） 

② 追補版反映（ＩＨＩ） 

③ Editorial 及び米国規格調査（以下の分担で実施） 

� 第１章 総則及び第１章解説（日立） 

� 第２章 第１種機器（関電） 

� 第３章 第２種容器～第５章 第４種容器・管及び第３章解説（東芝） 

� 第６章 支持構造物～第８章 その他重要な機器及び第６章解説（東電） 

� 付録１及び付録解説（ＩＨＩ） 

� 付録２，４（川鉄・ＮＫＫ） 

� 付録３，５及び付録解説（ＭＨＩ） 

� 付録６（東芝） 

� 第２章解説のうち（解説-B-1000-1）～（解説-B-4200-1）（ＢＨＫ） 

� 第２章解説のうち（解説-B-4200-2）～（解説-B-4200-4）（ＭＨＩ） 

� 破壊靱性検討会報告書（PFR-9901-2000），（PFR-7901-2000）（ＭＨＩ） 

（スケジュール） 

 5 6 7 8 9 10 11 12 
破
壊
靱
性
検 
討 
会 

 

  

 

 

 

  

構 
造
分
科
会 

   

 

 

 

 

 

（７） その他 

 次回開催日は６月３日（火）１０：００～１７：００とな
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▽ #3 
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